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 1962年にアメリカの女性作家(海洋学者)

レイテェル・カーソンが『沈黙の春』(1)を発表

し、化学薬品と農薬に汚染されたアメリカ社会

に警告を発したことは、広く知られている。そ

の2年後の春に、彼女は、腫瘍が悪化して死去

したが、『沈黙の春』は、人々に公害や環境問

題の重要性を気付かせ、8年後の「アース・

デー(地球の日)」を呼び起こした(2)。そし

て、国連人間環境会議の開催、国連環境計画の

設立などに結実していったことも、周知の通り

である(3)。

 その後、人々の関心が自然保護から環境保護

へ拡大し、生態系の崩壊、森林の縮小、耕地の

減少と砂漠化、災害の増加、農村の疲弊、都市

問題、人口問題、食糧問題、経済と環境問題な

ど、地球規模での活動が行なわれるようになっ

た。この間、人々に意識革命が起こったとも言

われている。現在、国連のみならず、様々なレ

ベルで、人々は、環境問題と取り組み、地道な

努力を続けている(4)。

 我が総合人間・文化学部は、幸いにして、多

くの専攻を有し、多彩な人材を擁している。そ

のため、今年度は、「環境と人間」について考

えてみることとした。その際、大上段に構える

のではなく、各々の立場(視点)から自由に述

べることどした。このささやかな試みは、小さ

な流れのようなものであるが、やがて大河にな

ることを期待している。
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